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多くの 好気性 菌が、気液界面 に バ イオ フ ィル ム 様の 多細胞構造体 で あるペ リクル （菌膜）を形成する。ペ リクル 形成は 、

好気環境 とい う生 育 に有利な ニ ッ チを獲得す る手 段 の ひ とつ で ある と考え られ て い る。ベ リクル の 細胞は 、気相に接し

て い るこ とや 、界面 に菌体を保持する必要 が あるこ となどの 条件から、固有の 生 理 的挙動を示 すと考えられ るが、そ の

詳細 は未知 の 部分が 多 い 。そ こ で 本 研 究で は 、バ イオ フ ィ ル ム 研 究 の モ デ ル 微生物 で ある緑膿 菌 （Pseudomonas

aeruginosa ）を用 い 、ペ リクル 細 胞 の 特徴づ けや 形成過程 の 解析を通 じて 、その 生態的意義を明 らか にすることを目的

とした。本発表 で は 、
ペ リクル 特異的な遺伝子発現プ ロ フ ァイル の解析をお こ なっ た結果を発表する。

P．　aeruginosaPAO1 株を 24 時間静置培養 （37℃、LB 培地）した後 、ペ リクル を採取 しマ イクロ ア レ イ に よる トラン ス クリプ ト

ーム 解析をお こなっ た。振盪培養の 定常期後期（OD600＝・　1．4）の デー
タを対 照として 発現変 化を比較解析 したところ、ベ

リクル で は脱 窒関連や運動性 関連 遺伝子 の 発現が抑制され て い た。
一

方、発現量が大きく増加 した遺伝子 の 多くは鉄

取り込み開連 遺伝子 で あっ た、運動性 の 低 下や鉄取 り込 み 系の 上昇とい っ た点 は これ まで に バ イオ フ ィル ム 細 胞 で報

告され て い る特徴 で あるが 、バ イオ フ ィル ム で は脱窒遣伝子群 の 発 現上昇 が報告 され 、生 育に微好気／嫌 気代謝系

が寄与して い ることが強く示唆され て い る。した が っ て、好気代謝系 が 主要であるこ とがペ リクル の 細胞 の 大きな特徴で

あると考えられた。
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ヨシ 表 面 で バ イオ フ ィル ム はどの ように形成され て い くか 1細 菌群集構造の 変遷
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バ イオ フ ィル ム （以 下 BF）は 、水と接 す る各 種表 面 に 普 遍的 に 見 られ る微生物 共 1司体 で 、主 に微生物 、細胞 外ポリマ

ー、ポリマ
ー

間 の 間 隙水 で 構成 され て い る。これまで の 研究か ら、ヨシ 茎 の 水 中部分表 面 に 形成されるBF に 関 して 、厚

み 、間隙水 中の 栄養塩濃度が 短 期間（週単位）に急増し、細菌群集構 造も大きな変遷 を示 す こ とが 解 っ て きた。本研究

で は 、BF 形成過程に沿っ て、どの ような属種の 細菌が見られ るの か を調 べ ることを 目的とした 。 琵琶湖南湖（木浜）の ヨ

シ 茎 に 形成され て い くBF 及 び 周 辺 湖 水を経 時的 に採 取 した（200815〆19−7！23）。ヨ シ 表 面 の BF を擦 り落として BF 懸濁

液を作 製し、各サ ン プ ル 〔BF 懸濁液 、湖水）か らDNA を抽出 しPCR −DGGE を行 っ た。こ の DGGE ゲル か らバ ン ドを切

り出し、16S　rRNA 遺伝子解析を行 っ た。　BF の 細 菌群集構造は形成過 程 に 沿 っ て（週 単位）、属 レ ベ ル で 大きく変遷 し

て い た。これに対し湖水の細菌群集構造は 、実験期間中ほ ぼ変化しなか っ た 。 これより、BF の 細菌群集構 造は、湖水

と独立 して 、BF 内 で 独 自 に変遷 して ゆ くと考えられた。詳 しく解析す ると、　BF 形成過程前半 に常に 見られ るバ ン ドが存

在 した。こ の バ ン ドに対応する菌 が BF 形成 にごく初期段階か ら深 く関 わ っ て い ると推測され る 。 今後 、形成過程 に 沿 っ

て BF か ら実際に 菌株 を分離 し、そ の 諸特性 を調 べ るこ とによっ て 、　BF 形成過 程を微生物学的に詳しく解明 して い く予

定 で ある。
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